
光磁気AIデバイスの応用例

消費電力 < 10 W
レーザー 5 W
カメラ 3 W
マイコン 0.1W
DMD 0.24 W

共同研究（微⼩光学系、アルゴリズムなど）を募集中！

映像技術、計測技術への応⽤
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分類精度︓
95.7%（計算、画像9000枚）
83.4 %（実験、画像500枚）
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85.6%（計算、画像9000枚）
71.0%（実験、画像500枚）

同一のデバイスで、異なるタスクの実行に成功！
物理デバイスとして、トップレベルの計算性能を達成！
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光磁気AIデバイスの構造例

ニューロン数 112×112
ファラデー回転角 3.3度

光磁気AIデバイスによる画像分類のデモンストレーション

将来展望

自動運転、監視カメラなどのエッジデバイス、
放送技術、スマートフォンなどへの搭載を目指す

手書き数字分類 ファッションアイテム分類
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